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発 表 項 目 
（ 行 事 名 ） 

令和３年度 (2021年度 )第2回タンチョウ越冬分布調査の結果について 

 
 
 
 概 要 
 
 ※日時・場所・ 
  内容等  

  令和３年度(2021年度)第2回タンチョウ越冬分布調査を次のとおり実施しました。 
 

１ 調査実施日時等 

調 査 日 時 1月25日(火) 14:45～15:15

調 査 区 域 ７振興局35市町村

調 査 箇 所 計306箇所

調 査 協 力 者 関係市町村・給餌人等 計171人

 ※ 環境省委嘱給餌場である鶴見台、鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ及び阿寒国際ツルセンターと、

北海道委嘱給餌場である釧路市音別及び標茶町の計５大給餌場は、各給餌場の給餌時間帯に調査 

を実施しました。 
 

２ タンチョウ確認羽数                                                      

計 1,525羽 野生個体: 1,489羽  飼育個体: 36羽

［野生個体の内訳］                                  (単位: 羽） 

成鳥・幼鳥別 成鳥: 1,359羽、幼鳥: 90羽、不明: 40羽

振興局別 釧路: 1,382羽、十勝: 73羽、根室: 34羽
 

３ 調査結果に対する有識者(正富
まさとみ

 宏之
ひろゆき

 専修大学北海道短期大学名誉教授)のコメント概要 

 ○ 今年は過去最多であった前年同期より11羽(野生個体)多く、昭和27年の調査開始以来、過去最多 

の羽数を記録。 

 ○ 一方、幼鳥数は90羽で最近10年間では最も少ない。主要な原因として営巣・抱卵期におけ 

る広範囲の異常な降雨量が考えられる。 

 ○ 今回の目撃地域は、釧路、十勝、根室の３振興局管内のみで、前年同期に目撃された胆振、日高 

振興局管内では確認されなかったが、本調査以外で得られた情報から、分布管内数は減少していな 

いとみなせる。 

 参 考 

 報 道 ( 取 材 ) 
 に 当 た っ て 
の お 願 い

   

留意事項  
※日時・場所・ 

発表者等  

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 
 記 者 レ ク 

道政記者クラブ、釧路及び根室の各 (総合 )振興局で同時  

配付します。 

その他 

本調査では、関係市町村をはじめ、多くの関係者の方々の御協力をいただいております。 

また、北海道と包括連携協定を締結している日本航空株式会社(ＪＡＬ)と平成29年度から協働で調査を 

実施しておりますので、積極的な報道をお願いします。 

担      当 
（ 連 絡 先 ） 

 北海道十勝総合振興局保健環境部環境生活課自然環境係 (担当者: 村上秀樹) 
                                        ｔｅｌ 0155-26-9028 (直通 ) 

 

区 分  添  付  資  料  名  項  目  

資料１ 令和３年度(2021年度)第２回タンチョウ越冬分布調査の結果について １    ２    ３    ４ 

資料２ 推移グラフ(折れ線グラフ) １    ２    ３    ４ 

資料３ タンチョウ越冬分布調査結果(円グラフ) １    ２    ３    ４ 

資料４ 正富宏之 専修大学北海道短期大学名誉教授のコメント １    ２    ３    ４ 


